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凡　　例
１．平成 23 年度自己点検・評価報告書は、（財）大学基準協会が指

定する項目及び構成に基づき作成した。
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　　　　ファカルティ・ディベロップメント　　→　ＦＤ
　　　　ティーチング・アシスタント　　　　　→　ＴＡ
　　　　スチューデント・アシスタント　　　　→　ＳＡ
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　　　　学生教育支援・事務情報システム　　　→　K’ s Life
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